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は
じ
め
に

　
か
っ
て
、
憲
法
学
者
、
故
宮
沢
俊
義
博
士
は
、
各
国
の
憲
法
に
よ
る
人
権
の
保
障
が
、
論
理
必
然
的
に
国
際
化
さ
れ
る
と
説
か
れ
た
。
す
な

わ
ち
、

　
「
国
内
民
主
制
と
国
際
民
主
制
と
は
、
た
が
い
に
密
接
な
関
連
を
有
し
、
前
者
は
後
者
の
条
件
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
者
は
ま
た
前
者
の
条

　
件
で
も
あ
る
。
諸
国
の
憲
法
な
い
し
権
利
宣
言
に
よ
る
人
権
の
保
障
は
、
論
理
必
然
的
に
人
権
の
国
際
法
的
な
保
障
を
も
た
ら
す
し
、
ま
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た
、
国
内
の
権
利
宣
言
に
よ
る
人
権
の
保
障
は
、
国
際
法
的
な
保
障
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
実
効
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
輸

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
証
拠
と
し
て
、

　
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
る
恥
ず
べ
き
人
権
の
無
視
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
た
第
二
世
界
戦
争
の
翌
日
に
お
い
て
、
人
間
の
尊
厳
を
回
復
し
、
人

　
権
の
保
障
を
よ
り
実
効
的
に
す
る
た
め
、
人
権
の
国
際
法
的
な
保
障
が
、
特
に
強
く
要
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
意
味
で
、

　
き
わ
め
て
当
然
で
あ
る
。
吻

と
続
け
て
お
ら
れ
る
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
人
権
の
国
際
的
保
障
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
法
の
主
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
来
た
。
国
際
法
学
者
、
田
畑
茂
二

郎
博
士
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
国
際
法
は
、
第
二
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
、
正
に
転
換
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
の
大
き
な
変
貌
を
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
み
せ
て
い

　
る
。
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
国
際
法
の
上
で
は
疎
外
さ
れ
て
き
て
い
た
人
び
と
の
人
権
問
題
が
、
国

　
際
法
上
の
重
要
な
課
題
と
し
て
大
き
く
浮
上
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
際
連
盟
規
約
は
人
権
問
題
に
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な

　
か
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
連
合
憲
章
で
は
、
人
権
尊
重
の
た
め
の
国
際
協
力
が
国
際
連
合
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
ぞ
覆
国
際
連
合
を
中
心
と
し
て
・
蒙
建
レ
暴
の
人
権
条
約
が
作
ら
れ
て
い
る
・
（
傍
点
筆
者
）
略

と
。　

と
こ
ろ
で
、
一
九
八
八
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
採
択
四
〇
周
年
に
当
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
国
連
か
ら
は
、
現
下
の
国
際
的
人
権
保
障

に
関
す
る
資
料
が
、
い
く
つ
か
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
東
京
な
ど
で
は
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
や
国
立
国
会
図
書
館
、
さ
ら

に
は
大
学
等
に
付
設
さ
れ
て
い
る
国
連
寄
託
図
書
館
等
に
お
い
て
、
容
易
に
閲
覧
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
方
、
と
く
に
鹿
児
島
に
お
い
て

は
こ
う
し
た
施
設
が
全
く
存
在
し
な
い
の
で
、
小
稿
で
は
、
筆
者
が
入
手
す
る
こ
と
の
で
き
た
若
干
の
資
料
を
も
と
に
、
人
権
保
障
を
目
的
と
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し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
連
を
中
心
に
ど
の
よ
う
な
条
約
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

対
応
し
て
来
て
い
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
、
世
界
の
各
国
の
態
度
と
も
対
比
さ
せ
な
が
ら
、

わ
が
国
が
そ
れ
ら
の
条
約
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

③②①
高
木
八
尺
・
末
延
三
次
・
宮
沢
俊
義
編
　
　
「
人
権
宣
言
集
」

全
右
書
　
二
六
ー
二
七
頁
。

田
畑
茂
二
郎
　
　
「
国
際
化
時
代
の
人
権
問
題
」
　
岩
波
書
店

（
岩
波
文
庫
）
　
岩
波
書
店
　
一
九
七
七
年
　
二
六
頁
。

一
九
八
八
年
　
二
頁
。

人権保障の国際化と日本

　
人
権
保
障
の
国
際
化
の
進
展
状
況

　
前
節
に
引
用
し
た
文
章
の
中
で
、
田
畑
博
士
は
、
国
際
連
合
を
中
心
と
し
て
、
す
で
に
「
お
び
た
だ
し
い
数
」
の
人
権
条
約
が
、
制
定
さ
れ

て
き
て
い
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
、
国
連
が
中
心
と
な
っ
て
作
ら
れ
た
条
約
の
数
は
、
大
体
、
ど
の
位
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。最
返
世
界
人
権
宣
言
の
採
択
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
・
墨
か
ら
出
さ
れ
た
「
国
際
人
権
文
書
集
評
よ
れ
ば
・
そ
こ
に
採
録
さ
れ
て
い

る
国
際
文
書
の
総
数
は
、
六
七
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
「
国
際
人
権
文
書
集
」
は
、
最
初
、
一
九
六
八
年
に
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
二
〇
周
年

を
記
念
し
て
・
そ
の
第
一
版
が
国
連
か
ら
出
さ
ゆ
以
後
五
年
毎
に
・
二
五
周
年
記
念
号
（
一
九
七
三
年
③
三
〇
周
年
記
念
号
（
一
九
七
八

年
ゆ
三
五
周
年
記
念
号
（
一
九
八
三
年
燭
と
版
を
重
ね
て
来
た
も
の
で
・
一
九
八
八
年
の
そ
れ
は
第
五
版
に
当
る
も
の
で
あ
る
・
そ
し
て
、

そ
こ
に
採
録
さ
れ
た
国
際
人
権
文
書
の
数
も
、
第
二
版
で
四
一
、
第
三
版
で
五
〇
、
第
四
版
で
五
七
、
と
順
当
に
増
加
し
て
来
て
お
り
、
人
権

の
国
際
的
保
障
の
着
実
な
進
展
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
国
際
人
権
文
書
集
第
五
版
に
採
録
さ
れ
て
い
る
六
七
の
国
際
文
書
の
う
ち
に
は
、
た
と
え
ば
「
世
界
人
権
宣
言
」
と
か
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「
植
民
地
諸
国
、
諸
人
民
に
対
す
る
独
立
付
与
に
関
す
る
宣
言
（
植
民
地
独
立
付
与
宣
言
）
」
と
い
っ
た
U
8
醇
薮
9
や
「
テ
ヘ
ラ
ン
宣

言
」
の
よ
う
な
甲
8
一
昏
晋
9
あ
る
い
は
「
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
規
程
」
ω
憂
暮
①
と
か
、
「
被
拘
禁
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
標
準
最

低
原
則
」
ω
酔
き
鼠
乱
竃
営
巨
q
旨
閑
巳
霧
等
々
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
は
て
は
、
「
天
然
資
源
に
対
す
る
永
久
的
主
権
」
（
国
連
総
会
決
議
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
八
〇
三
号
〔
図
く
閤
〕
）
と
い
っ
た
も
の
ま
で
が
含
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
条
約
」
が
六
七
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
決
し
て
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
六
七
の
文
書
の
中
に
は
、
条
約
以
外
の
国
際
文
書
も
沢
山
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
条
約
以
外
の
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

文
書
（
と
く
に
国
連
総
会
決
議
な
ど
）
に
、
何
ら
か
の
法
的
効
力
を
認
め
よ
う
と
す
る
議
論
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
で
は
、
や
は
り

「
条
約
」
に
限
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
国
連
の
国
際
人
権
文
書
集
第
五
版
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
採
録
さ
れ
て
い
る
六
七
の
国
際
文
書
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
条
約
」
に
当
る

も
の
は
、
三
三
文
書
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
残
り
の
三
四
文
書
は
、
条
約
以
外
の
諸
文
書
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
「
条
約
」

の
み
に
限
っ
て
、
手
許
に
あ
る
過
去
の
国
際
人
権
文
書
集
の
第
二
版
以
降
に
採
録
さ
れ
た
も
の
の
数
を
ひ
ろ
え
ば
、
一
九
七
三
年
の
第
二
版
で

は
二
六
条
約
、
一
九
七
八
年
の
第
三
版
で
は
二
八
条
約
、
一
九
八
三
年
の
第
四
版
で
は
三
一
条
約
、
そ
し
て
一
九
八
八
年
の
第
五
版
で
は
三
三

条
約
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数
も
着
実
に
増
加
し
て
来
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
国
際
人
権
文
書
集
第
五
版
に
採
録
さ
れ
て
い
る
三
三
条
約
の
う
ち
、
一
一
条
約
は
、
国
連
（
総
会
）
に
直
接
関
連
し
た
も

の
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
専
門
機
関
の
採
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
一
条
約
中
、
ユ
ネ
ス
コ
関
係
の
も
の
が
二
条
約
（
一
九
六
〇

年
の
教
育
に
お
け
る
差
別
禁
止
条
約
、
お
よ
び
一
九
六
二
年
の
、
教
育
に
お
け
る
差
別
禁
止
条
約
の
当
事
国
間
に
生
じ
う
る
一
切
の
紛
争
の
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

理
を
任
務
と
す
る
調
停
及
び
斡
旋
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
議
定
書
）
、
残
る
九
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
関
係
の
も
の
（
い
わ
ゆ
る
I
L

O
条
約
）
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
れ
ら
を
第
五
版
で
の
採
録
順
に
列
記
す
れ
ば
、
雇
用
お
よ
び
職
業
に
つ
い
て
の
差
別
待
遇
に
関
す
る
条
約
（
第

一
二
号
）
、
同
一
価
値
の
労
働
に
対
す
る
男
女
労
働
者
の
同
一
報
酬
に
関
す
る
条
約
（
第
一
〇
〇
号
）
、
強
制
労
働
に
関
す
る
条
約
（
第
二
九

号
）
、
強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
（
第
一
〇
五
号
）
、
結
社
の
自
由
及
び
団
結
権
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
第
八
七
号
）
、
団
結
権
及
び
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団
体
交
渉
権
に
つ
い
て
の
原
則
の
適
用
に
関
す
る
条
約
（
第
九
八
号
）
、
企
業
に
お
け
る
労
働
者
代
表
に
与
え
ら
れ
る
保
護
お
よ
び
便
宜
に
関

す
る
条
約
（
第
一
三
五
号
）
、
公
務
に
お
け
る
団
結
権
の
保
護
お
よ
び
雇
用
条
件
決
定
手
続
に
関
す
る
条
約
（
第
一
五
一
号
）
、
お
よ
び
、
雇
用

政
策
に
関
す
る
条
約
（
第
τ
三
号
）
の
九
条
約
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
連
が
編
集
し
た
国
際
人
権
文
書
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
I
L
O
条
約
は
、
九
条
約
だ
け
で
あ
る
が
、
筆
者
が
電
話
に
よ

り
、
I
L
O
東
京
支
局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
八
年
一
二
月
現
在
で
、
I
L
O
条
約
は
一
六
八
号
ま
で
を
数
え
（
他
に

議
定
書
が
あ
る
と
も
い
う
）
、
I
L
O
勧
告
は
一
七
六
号
に
達
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
節
で
述
べ
る
I
L
O
条
約
へ
の
日

本
お
よ
び
諸
外
国
の
加
盟
状
況
等
に
つ
い
て
の
記
述
の
基
礎
に
用
い
た
資
料
は
、
一
九
八
八
年
一
月
一
日
現
在
（
一
九
八
七
年
版
）
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
り
、
こ
の
時
点
で
の
I
L
O
条
約
は
一
六
六
号
ま
で
、
勧
告
は
一
七
四
号
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
国
連
は
、
か
く
も
膨
大

な
数
の
I
L
O
条
約
の
う
ち
、
な
ぜ
九
条
約
の
み
を
、
国
際
人
権
文
書
集
に
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
九
条
約

が
、
と
く
に
「
人
権
」
と
強
い
か
か
わ
り
を
も
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
I
L
O
と
い
え
ば
、
労
働
条
件

の
改
善
等
、
労
働
者
の
保
護
、
と
く
に
そ
の
権
利
の
保
護
に
強
い
関
心
を
も
つ
機
関
で
あ
り
、
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
条
約
の
う
ち
、
人
権
に
関

す
る
も
の
を
、
こ
れ
ら
九
条
約
に
限
定
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
余
り
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
I
L
O
条
約

に
し
ろ
、
ユ
ネ
ス
コ
が
採
択
し
た
条
約
（
で
人
権
保
障
に
関
わ
る
も
の
）
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
条
約
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
「
国
連
が

中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
条
約
」
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
節
で
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
専
門
機
関
関
係
の
一
一
条
約
を
除
い
た
残

る
二
二
条
約
を
扱
う
こ
と
と
し
、
I
L
O
条
約
に
つ
い
て
は
、
末
尾
で
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
二
と
い
う
人
権
条
約
の
数
で
あ
る
が
、
こ
の
数
字
は
、
た
し
か
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
人
権
保
障
の
国
際
化
の
め
ざ
ま

し
い
進
展
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
に
対
す
る
わ
が
国
の
態
度
を
中
心
に
概
観
す
る
こ
と
と
す

る
。

　
①
、
．
国
q
目
き
空
讐
房
1
》
○
・
目
覧
象
一
8
0
｛
一
旨
R
霊
鼠
8
巴
ぎ
終
ロ
日
①
算
。。
、
、
（
ω
円
＼
国
国
＼
一
＼
男
Φ
く
。
。。
）
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②
残
念
乍
ら
、
現
在
、
手
許
に
は
こ
の
版
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
書
の
コ
ー
ド
は
不
明
で
あ
り
、
採
録
文
書
数
も
解
ら
な
い
。

③
ω
↓
＼
国
国
＼
ド

④
ω
↓
＼
国
勾
＼
一
＼
園
雲
一
．

⑤
ω
↓
＼
国
国
＼
一
＼
国
Φ
＜
■
N
，

⑥
　
こ
こ
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
条
約
」
以
外
の
国
際
文
書
の
表
記
方
法
は
他
に
も
あ
る
が
、
割
愛
し
た
。
な
お
、
「
決
議
」
以
外
の
名
称
で
採
録
さ
れ
て
い

　
る
文
書
1
た
と
え
ば
宣
言
な
ど
ー
も
、
多
く
は
国
連
総
会
決
議
で
あ
る
。

⑦
こ
の
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
問
題
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
松
井
芳
郎
他
五
名
「
国
際
法
」
（
有
斐
閣
S
シ
リ
ー
ズ
）
有
斐
閣
一
九
八
八
年

　
二
八
～
三
二
頁
の
解
説
参
照
。

⑧
日
本
は
、
い
ず
れ
の
条
約
に
も
、
当
事
国
と
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
小
稿
で
は
ユ
ネ
ス
コ
条
約
に
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
。
別
の
機
会
に
研
究
し
た
い

　
と
思
っ
て
い
る
。

⑨
I
L
O
条
約
が
こ
れ
程
多
い
の
は
、
こ
の
機
関
の
設
立
が
第
一
次
大
戦
終
了
直
後
に
遡
る
か
ら
で
あ
る
。

　
国
際
人
権
条
約
と
日
本
（
そ
し
て
世
界
）

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
連
の
国
際
人
権
文
書
集
の
最
新
版
が
採
録
す
る
三
三
の
人
権
条
約
の
う
ち
、
ユ
ネ
ス
コ
関
係
の
二
条
約
と
、
I

L
。
関
係
の
九
条
約
を
除
い
た
二
二
条
約
が
・
い
わ
ゆ
る
「
国
連
が
忠
と
な
っ
て
作
成
し
た
人
権
関
係
諸
条
鞠
と
い
う
こ
と
に
な
㊥
そ

し
て
、
こ
れ
ら
二
二
条
約
に
対
す
る
世
界
の
一
七
一
か
国
の
批
准
状
況
等
を
、
国
連
は
、
や
は
り
世
界
人
権
宣
言
採
択
四
〇
周
年
を
記
念
し

て
・
「
国
際
人
権
文
書
の
現
況
緬
の
表
題
の
下
に
公
刊
し
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
・
一
九
八
七
年
九
月
一
日
現
在
の
条
約
批
准
国
数
・

加
入
国
数
、
署
名
国
数
（
署
名
の
み
し
て
未
批
准
国
の
数
）
が
示
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
こ
の
数
は
、
そ
の
後
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
努

力
に
よ
り
、
さ
ら
に
改
訂
さ
れ
て
、
一
九
八
八
年
三
月
一
日
現
在
の
批
准
（
加
入
を
含
む
ー
以
下
同
じ
）
国
数
等
を
示
す
「
各
国
の
国
際
人
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権
条
約
批
准
状
況
」
が
公
表
さ
れ
た
の
で
、
本
節
で
は
、
も
っ
ば
ら
こ
の
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
連
の
前
出
資
料
も
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
資
料
も
、
そ
こ
で
扱
っ
て
い
る
人
権
条
約
は
一
三
条
約
で
あ
る
が
、
t
こ
れ

ら
二
二
条
約
の
コ
ー
ド
名
、
英
語
名
、
そ
の
日
本
語
訳
、
お
よ
び
略
称
に
つ
い
て
は
、
末
尾
の
第
1
表
参
照
ー
そ
の
内
容
は
、
前
出
の
国
際

人
権
文
書
集
第
五
版
所
収
の
三
三
条
約
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
お
よ
び
I
L
O
関
係
の
二
条
約
を
差
し
引
い
た
ニ
ニ
条
約
と
は
、
厳
密
に
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

致
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
際
文
書
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
国
際
修
正
権
に
関
す
る
条
約
」
が
、
「
現
況
（
一
九
八
八
年
版
）
」
に
も
、

広
報
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
も
入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
か
わ
り
に
、
一
九
二
六
年
の
奴
隷
条
約
（
条
約
コ
ー
ド
X
）
を
、
一
九
五
三
年
の
改
正
議

定
書
（
条
約
コ
ー
ド
H
）
で
改
正
し
た
後
の
改
正
（
済
〉
奴
隷
条
約
（
条
約
コ
ー
ド
紐
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
で
、
差
引
合
計
二
二
条
約
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
二
二
の
人
権
条
約
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
、
そ
の
採
択
等
が
行
な
わ
れ
た
年
月
日
、
条
約
が
効
力
を
発
生
し
た
年
月
日
、
一

九
八
八
年
三
月
一
日
現
在
で
の
各
条
約
の
当
事
国
数
、
署
名
の
み
で
批
准
を
ま
だ
し
て
い
な
い
国
家
の
数
、
さ
ら
に
人
権
の
国
際
的
保
障
に
対

す
る
国
家
の
積
極
性
を
計
る
尺
度
と
考
え
ら
れ
る
も
の
ー
す
な
わ
ち
、
実
施
措
置
と
し
て
国
家
通
報
制
度
を
定
め
る
B
規
約
（
条
約
コ
ー
ド

H
）
第
四
一
条
に
基
づ
く
選
択
宣
言
国
数
、
個
人
通
報
制
度
を
定
め
る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
条
約
コ
ー
ド
W
）
第
一
四
条
に
基
づ
く
選
択
宣

言
国
数
。
な
お
個
人
通
報
制
度
を
定
め
る
B
規
約
の
選
択
議
定
書
（
条
約
コ
ー
ド
皿
）
当
事
国
数
も
同
じ
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
ー
な
ら
び

に
、
こ
れ
ら
の
条
約
に
対
す
る
加
盟
状
況
を
一
覧
表
に
し
た
の
が
末
尾
の
第
2
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
る
人
権
条
約
は
、
二
二
条
約
中
僅
か
に
七
条
約
（
一
一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
七
一
か
国
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
る
平
均
条
約
数
は
、
八
・
七
で
あ
り
、
日
本
は
世
界
の
平
均
を
下
廻
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
る
七
条
約
が
、
日
本
に
つ
い
て
効
力
を
発
生
し
た
日
付
を
見
る
と
、
目
本
は
、
い
ず
れ
の
条
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
、
す
で
に
条
約
が
効
力
を
発
生
し
て
か
ら
、
当
事
国
と
な
る
た
め
の
行
動
を
起
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
の
み
な
ら
ず
、
先
に
あ
げ
た
「
人

権
の
国
際
的
保
障
に
対
す
る
国
家
の
熱
意
の
尺
度
」
と
も
い
う
べ
き
、
B
規
約
第
四
一
条
に
基
づ
く
選
択
宣
言
も
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
一
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四
条
に
基
づ
く
選
択
宣
言
も
、
日
本
は
行
な
っ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
B
規
約
の
選
択
議
定
書
に
至
っ
て
は
、
批
准
は
も
と
よ
り
、
署
名
さ

え
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
日
本
は
、
A
規
約
（
条
約
コ
ー
ド
ー
）
の
署
名
の
際
に
行
な
っ
た
留
保
と
宣
言
と
を
確
認
す
る
旨
の
通
告

を
、
批
准
書
の
寄
託
に
当
っ
て
国
連
事
務
総
長
宛
の
書
簡
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
概
略
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
日
本
国
は
A
規
約
第
七
条
⑥
に
い
う
「
公
の
休
日
に
つ
い
て
の
報
酬
」
の
規
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
権
利
を
留
保
し
、
A
規
約
第
八
条
＠
の

規
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
権
利
を
留
保
し
（
但
書
省
略
）
、
A
規
約
第
一
三
条
2
⑥
及
び
＠
に
い
う
「
特
に
無
償
教
育
の
漸
進
的
な
導
入
に
よ

り
」
の
規
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
。
お
よ
び
、
A
規
約
第
八
条
2
及
び
B
規
約
第
二
二
条
㈹
に
い
う
「
警
察
の
構
成
員
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
は
、
日
本
国
の
消
防
職
員
が
含
ま
れ
る
と
解
釈
す
る
旨
の
宣
言
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
が
個
人
通
報
の
よ
う
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
制
度
な
ら
と
も
か
く
、
国
家
通
報
制
度
を
定
め
る
B
規
約
第
四
一
条
に
基
づ
く
選
択
宣
言
を
さ

え
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
す
で
に
当
事
国
数
が
一
〇
〇
を
こ
え
て
い
る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
や
補
足
奴
隷
条
約
（
条
約
コ
ー
ド

皿
）
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
表
を
見
て
い
て
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
（
条
約
コ
ー
ド
V
）
な

ど
も
、
批
准
国
数
は
す
で
に
八
六
か
国
に
達
し
て
お
り
（
こ
れ
に
署
名
の
み
を
行
な
っ
て
い
る
四
か
国
を
加
え
る
と
九
〇
か
国
に
な
る
V
、
世

界
の
一
七
一
か
国
の
半
数
を
こ
え
る
国
家
が
こ
の
条
約
に
対
す
る
支
持
の
態
度
を
示
し
て
い
る
の
に
、
日
本
が
第
四
三
回
国
連
総
会
に
お
い

て
、
対
南
ア
貿
易
と
の
か
ら
み
で
、
名
指
し
で
非
難
決
議
を
採
択
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
人
権
感
覚
は
少
し
遅

れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
批
准
し
て
い
る
人
権
条
約
の
数
さ
え
多
け
れ
ば
、
そ
の
国
家
（
国

民
）
の
人
権
感
覚
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
ろ
う
が
、
し
か
し
、
人
権
条
約
批
准
数
が
そ
の
国
家
の
人
権
感

覚
を
知
る
あ
る
目
安
に
な
る
こ
と
は
、
や
は
り
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
、
日
本
（
人
）
の
人
権
感
覚
は
決

し
て
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
最
近
、
興
味
あ
る
文
章
を
目
に
し
た
。
そ
れ
は
、
人

権
の
国
際
的
保
護
活
動
の
第
一
線
に
あ
る
国
際
機
関
た
る
規
約
人
権
委
員
会
の
あ
る
委
員
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
人
権
面
で
は
『
発
展
途
上
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

国
と
総
括
さ
れ
た
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
二
二
の
人
権
条
約
に
対
し
て
、
世
界
の
一
七
一
の
国
家
が
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
、
幾
つ
位
の
条
約

を
批
准
し
、
ま
た
、
国
家
通
報
制
度
や
個
人
通
報
制
度
に
対
し
て
も
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
を
、
地
域
別
に
見
た
の
が
、
末
尾
の
第
3
表
に
ま

と
め
た
ω
ー
㈹
の
八
つ
の
小
表
で
あ
る
。
ま
ず
、
各
小
表
に
お
い
て
は
、
批
准
条
約
数
別
に
国
家
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
の
に
、
日
本
（
つ
ま

り
批
准
条
約
数
が
七
つ
）
を
一
つ
の
基
準
と
し
、
日
本
よ
り
少
な
い
批
准
条
約
数
（
○
ー
六
）
の
国
家
を
A
グ
ル
ー
プ
、
日
本
と
同
数
の
国
家

　
　
　
　
　
。
⑨
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

を
B
グ
ル
ー
フ
　
日
本
よ
り
多
い
国
家
を
さ
ら
に
二
群
に
分
け
て
、
批
准
条
約
数
八
ー
一
二
の
国
家
を
C
グ
ル
ー
フ
、
一
三
以
上
の
国
家
を
D

グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
こ
の
C
、
D
の
グ
ル
ー
プ
を
合
計
し
た
も
の
（
つ
ま
り
、
日
本
よ
り
多
く
の
条
約
を
批
准
し
て
い
る
国
家
の
総
数
）
を
参

考
に
加
え
、
あ
と
は
、
B
規
約
の
選
択
議
定
書
当
事
国
を
E
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
そ
の
後
に
二
つ
の
選
択
条
項
に
基
づ
く
宣
言
国
数
を
つ
け
加

え
た
。
な
お
、
末
尾
の
第
4
表
は
、
全
世
界
の
一
七
一
か
国
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
批
准
し
て
い
る
人
権
条
約
の
数
別
に
わ
け
た
国
家
数
の
散

ら
ば
り
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
3
表
に
お
け
る
八
つ
の
小
表
を
眺
め
て
い
る
と
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
人
権
条
約
の
批
准
数
が
、
人
権
尊
重
意
識
の
高
さ
と
比
例

す
る
も
の
と
、
一
応
仮
定
す
れ
ば
の
話
し
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
及
び
太
平
洋
地
域
の
諸
国
の
人
権
感
覚
の
希
薄
さ
と
い
う
か
、
人
権
の
国
際
的

保
障
に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
と
い
う
か
、
そ
う
い
っ
た
現
象
が
ま
ず
こ
こ
に
浮
ぽ
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西

欧
地
域
や
ア
メ
リ
カ
地
域
の
諸
国
が
、
そ
の
人
権
保
障
の
国
際
化
の
強
い
進
展
を
示
す
ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
お
い
て
、
世
界
の
標
準
を
上
廻
る

数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
、
つ
ぎ
に
目
に
つ
く
。
こ
の
相
違
は
、
今
日
の
人
権
概
念
が
、
特
に
最
近
で
は
多
少
の
変
容
を
と
げ
て
来
て
い
る

と
は
い
う
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
西
欧
的
人
権
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ
に
一
つ
、
興
味
深
い
事
実
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
諸
国
が
い
ろ
ん
な
点
で
、
む
し
ろ
全
世
界
の
数
値
（
し
た
が
っ

て
平
均
的
数
値
）
に
比
較
的
類
似
し
た
数
値
を
示
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
、
そ
の
地
理
的
条
件
か
ら
、
案

外
西
欧
に
近
い
考
え
を
人
権
に
つ
い
て
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
第
3
表
に
含
ま
れ
る
八
つ
の
小
表
を
見
て
い
て
、
特
別
に
筆
者
の
目
を
惹
く
の
は
、
東
欧
地
域
の
諸
国
が
示
し
て
い
る
特
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色
あ
る
数
値
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
権
条
約
を
批
准
し
て
い
な
が
ら
、
人
権
保
障
の
実
施
措
置
に
か

か
わ
る
国
家
通
報
制
度
や
個
人
通
報
制
度
に
対
し
て
は
、
わ
が
国
同
様
、
極
め
て
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
同

じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
内
に
あ
る
西
欧
諸
国
と
、
い
ち
じ
る
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
最
後
に
も
う
一
度
日
本
の

態
度
に
ふ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
あ
る
一
国
家
と
し
て
は
、
他
の
諸
国
家
と
比
べ
て
、
と
く
に
極
立
っ
て
変
っ
た
こ
と
の

な
い
と
こ
ろ
に
落
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
ア
ジ
ア
地
域
で
は
飛
び
抜
け
て
発
展
の
進
ん
だ
経
済
大
国
と

い
わ
れ
る
日
本
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
は
全
く
別
問
題
で
あ
り
、
む
し
ろ
経
済
大
国
で
あ
る
だ
け
に
、

日
本
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
恥
ず
べ
き
現
象
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
日
本
は
、
経
済
問
題
に
だ
け
敏
感
で
、
人
権
問
題
な

ど
に
は
至
っ
て
疎
い
と
い
う
風
に
、
こ
の
表
は
語
っ
て
い
る
と
も
受
け
と
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
規
約
人
権
委
員
会
の

委
員
が
、
日
本
は
人
権
面
で
、
発
展
途
上
国
だ
と
総
括
し
た
状
況
は
、
こ
の
表
で
も
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
人
権
条
約
へ
の
加
盟
状
況
を
示
す
国
連
資
料
か
ら
は
ぶ
か
れ
て
い
た
I
L
O
条
約
に
つ
い
て
、
一
言
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。
上
述

の
よ
う
に
、
一
九
八
八
年
一
二
月
現
在
、
I
L
O
条
約
は
一
六
八
号
ま
で
、
同
勧
告
は
一
七
六
号
ま
で
が
採
択
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
筆
者
の
手
許
に
あ
る
一
九
八
八
年
一
月
一
日
現
在
の
I
L
O
条
約
に
対
す
る
各
国
の
批
准
状
況
を
示
す
資
料
に
拠
る
と
、
こ
の
時
点
で
の

I
L
O
条
約
は
一
六
六
を
数
え
、
そ
の
う
ち
一
四
五
条
約
が
必
要
な
批
准
数
を
得
て
効
力
を
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
I
L
O
加
盟
国
は
、
付

表
に
載
っ
て
い
る
の
が
一
五
三
か
国
、
し
か
し
こ
の
う
ち
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
三
か
国
が
脱
退
中
な
の
で
、
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
一
五
〇
か
国
と
な
り
、
一
か
国
当
り
の
平
均
批
准
条
約
数
は
三
五
で
あ
る
。

　
さ
て
、
わ
が
国
は
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
と
、
一
九
五
一
年
以
降
、
I
L
O
に
加
盟
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
戦
前
に
一
四
条

約
（
第
二
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
一
〇
号
、
第
一
五
号
、
第
一
六
号
、
第
一
八
号
、
第
一
九
号
、
第
二
一
号
、
第
二
七
号
、
第

二
九
号
、
第
四
二
号
、
第
五
〇
号
）
、
戦
後
に
二
五
条
約
（
第
八
号
、
第
二
二
号
、
第
二
六
号
、
第
四
五
号
、
第
五
八
号
、
第
六
九
号
、
第
七

三
号
、
第
八
○
号
、
第
八
一
号
、
第
八
七
号
、
第
八
八
号
、
第
九
六
号
、
第
九
八
号
、
第
一
〇
〇
号
、
第
一
〇
二
号
、
第
一
一
五
号
、
第
一
一
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六
号
、
第
二
九
号
、
第
一
ニ
ヨ
貰
第
一
二
二
号
、
第
一
三
ヨ
冥
第
；
西
号
、
第
コ
ニ
九
号
、
第
一
四
二
号
、
第
一
四
七
肋
）
、
合
計

三
九
条
約
（
発
効
し
た
｝
四
五
条
約
の
二
六
・
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
批
准
し
て
来
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
I
L
O
加
盟
国
の
平
均
批
准

条
約
数
は
三
五
で
あ
る
か
ら
、
日
本
は
、
平
均
を
や
や
上
廻
る
と
こ
ろ
に
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
本
と
同
じ
く
三
九
の
I
L
O
条
約
を
批
准
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
る
国
家
に
は
、
他
に
ボ
リ
ビ
ァ
、
キ
プ
ロ
ス
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
の
三
か
国
が
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
よ
り
多
く
の
I
L
O
条
約
を
批
准
し
て
い
る
国
家
は
五
二
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
よ
り
批
准
条
約
数
の
少
な
い
国
家
は
九
四
か

国
と
な
り
、
条
約
の
批
准
数
と
い
う
点
だ
け
か
ら
す
れ
ば
、
入
権
条
約
の
場
合
は
、
全
条
約
数
に
対
す
る
日
本
の
批
准
率
は
I
L
O
条
約
の
場

合
よ
り
も
高
っ
た
け
れ
ど
も
、
日
本
よ
り
も
多
く
の
人
権
条
約
を
批
准
し
て
い
る
国
家
は
一
〇
〇
か
国
、
日
本
よ
り
も
批
准
条
約
数
の
少
な
い

国
家
の
数
は
、
六
二
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
I
L
O
条
約
の
場
合
と
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
日
本
は
、
I
L

O
条
約
の
場
合
の
方
が
、
ま
だ
し
も
多
少
の
発
展
を
と
げ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
先
に
ふ
れ
た
国
際
人
権
文
書
集
が
特

に
採
録
し
て
い
る
I
L
O
九
条
約
に
つ
い
て
だ
け
い
え
ば
、
日
本
は
そ
の
う
ち
、
第
｛
O
O
号
、
第
二
九
号
、
第
八
七
号
、
第
九
八
号
の
四
条

約
を
批
准
し
て
お
り
、
そ
の
数
を
九
条
約
と
の
百
分
比
で
い
え
ば
四
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
率
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
種
の
条
約
に

つ
い
て
は
、
日
本
は
、
な
お
一
層
の
発
展
を
と
げ
て
い
る
と
い
っ
て
お
こ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
I
L
O
条
約
の
批
准
数
が
特
に
多
い
国
家
は
、
ス
ペ
イ
ン
（
二
五
条
約
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
二
〇
条
約
〉
、
イ
タ
リ
ー
二
〇

一
条
約
）
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
家
は
人
権
条
約
の
批
准
数
も
、
ス
ペ
イ
ン
が
一
六
条
約
、
フ
ラ
ン
ス
が
一
六
条
約
、
イ
タ
リ
ー
が
一

五
条
約
と
多
い
。
も
っ
と
も
人
権
条
約
の
場
合
は
こ
れ
至
二
か
国
の
批
准
数
が
飛
び
抜
け
て
高
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
点
で
は
I
L

O
条
約
の
場
合
と
異
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
関
連
で
注
目
に
値
い
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
た
っ
た
七
つ
し
か
I
L
O

条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
ア
メ
リ
カ
は
、
二
二
の
人
権
条
約
の
う
ち
で
さ
え
、
日
本
よ
り
少
な
い
六
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

約
を
批
准
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
①
こ
の
表
現
は
、
田
畑
博
士
が
そ
の
著
書
の
中
で
用
い
て
お
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
田
畑
前
掲
書
六
ー
七
頁
所
載
の
表
の
表
題
参
照
。
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②
た
だ
し
、
こ
の
二
二
条
約
の
中
に
は
、
一
九
二
六
年
（
つ
ま
り
国
際
連
盟
の
時
代
）
に
作
ら
れ
た
奴
隷
条
約
も
含
ま
れ
て
い
る
。

③
．
．
国
ロ
田
き
困
α
Q
げ
8
1
ω
鼠
盆
ω
o
｛
H
旨
Φ
旨
讐
一
8
巴
ぽ
旨
ロ
馨
耳
ω
、
、
（
ω
↓
＼
頃
園
＼
㎝
）

④
0
8
語
昌
8
9
島
Φ
ぎ
8
H
昌
魯
8
巴
困
讐
δ
9
0
象
8
什
δ
P
一
九
五
二
年
一
二
月
一
六
日
、
第
七
回
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
。
決
議
番
号

　
六
三
〇
号
。
一
九
六
二
年
八
月
二
四
日
効
力
発
生
。
日
本
は
未
加
盟
。

⑤
日
本
の
場
合
、
署
名
は
済
ん
で
い
る
が
、
批
准
は
ま
だ
と
い
う
条
約
は
な
い
。

⑥
　
た
だ
一
つ
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
み
は
、
条
約
の
発
効
前
に
署
名
を
済
ま
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
の
は
署
名
の
五
年

　
後
、
つ
ま
り
条
約
発
効
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

⑦
日
本
国
の
留
保
お
よ
び
解
釈
宣
言
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
「
現
行
法
規
総
覧
」
第
九
一
巻
第
ハ
法
規
四
八
二
一
頁
参
照
。

⑧
国
際
人
権
規
約
翻
訳
編
集
委
員
会
編
「
国
際
人
権
規
約
先
例
集
－
規
約
人
権
委
員
会
精
選
決
定
集
第
一
集
1
」
東
信
堂
一
九
八
八
年
二

　
二
ー
二
九
頁
。
と
く
に
二
二
頁
参
照
。

⑨
批
准
条
約
数
は
七
で
も
、
他
に
署
名
済
未
批
准
条
約
を
も
つ
国
が
四
か
国
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
と
完
全
に
同
条
件
の
国
家
は
五
か
国
と
も
い
え
る
。

⑩
資
料
で
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
が
一
九
六
七
年
以
降
、
南
ア
フ
リ
カ
が
一
九
六
六
年
以
降
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
一
九
八
五
年
以
降
、
I
L
O
の
加
盟
国
で
な
く

　
な
っ
て
い
る
。

⑪
こ
こ
に
掲
げ
た
各
条
約
の
正
式
名
称
は
省
略
し
た
が
、
必
要
な
ら
ば
、
労
働
省
編
「
I
」
0
条
約
・
勧
告
集
」
第
五
版
労
務
行
政
研
究
所
一
九

　
七
九
年
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
キ
プ
ロ
ス
の
批
准
済
I
L
O
条
約
数
は
、
I
L
O
東
京
支
局
「
国
際
労
働
基
準
ー
I
」
0
の
手
引
」
一
九
八
七
年
版
で
は
、
一
九
八
七
年
一
〇

　
月
一
日
現
在
で
、
三
六
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
付
表
の
数
を
採
っ
て
、
三
九
と
し
た
。

⑬
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
ほ
か
六
条
約
に
署
名
だ
け
を
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
批
准
し
て
い
る
条
約
は
、
条
約
コ
ー
ド
で
、
X
、
n
、
皿
、
皿
、

　
皿
、
題
、
の
六
条
約
で
あ
り
、
署
名
の
み
済
ま
せ
て
い
る
条
約
は
、
1
、
H
、
W
、
W
、
㎜
、
温
の
六
条
約
で
あ
る
。
国
家
通
報
も
個
人
通
報
も
、
も
ち

　
ろ
ん
認
め
て
い
な
い
。
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わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
第
二
次
大
戦
に
敗
れ
た
結
果
、
占
領
軍
（
連
合
国
軍
）
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
形
で
、
立
派
な
人
権
宣
言
を
含

む
現
行
憲
法
を
も
つ
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
労
せ
ず
し
て
手
に
入
れ
た
「
人
権
」
の
真
の
価
値
を
、
わ
れ
わ
れ
が
充
分
に
認
識

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ふ
し
が
あ
る
。
た
し
か
に
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
第
九
七
条
に
お
い
て
、

　
「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利

　
は
、
過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
え
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
る
。
」

と
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
と
し
て
は
、
「
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
」
を
そ
れ
ほ
ど
自
覚
的
に
行
な
っ
た
と
も

思
え
な
い
し
、
そ
う
し
た
権
利
が
、
「
過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
え
」
て
来
た
と
も
、
日
本
で
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ

し
て
そ
の
よ
う
な
日
本
人
の
過
去
の
歴
史
が
、
わ
れ
わ
れ
の
「
人
権
意
識
の
低
さ
」
と
し
て
、
現
在
に
も
尾
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
小
稿
で
略
説
し
て
来
た
人
権
条
約
へ
の
日
本
の
対
応
の
消
極
さ
も
、
結
局
は
こ
の
「
人
権
意
識
の
低
さ
」
に
由
来
す
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
小
稿
で
は
、
資
料
に
現
わ
れ
た
、
人
権
条
約
に
対
す
る
日
本
（
人
）
の
態
度
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
人
権
保
障
の
国
際
化
の
進
展
状
況

を
述
べ
よ
う
と
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
簡
単
な
資
料
紹
介
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ず
れ
他
日
を
期
し
て
、
日
本
の
人
権
保
障
の
国
際
化
と

い
っ
た
テ
ー
マ
と
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
日
本
の
批
准
す
る
人
権
条
約
（
I
L
O
条
約
等
も
含
め
）
の
数
だ
け
が
増
え
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
決

し
て
な
い
。
大
切
な
の
は
、
人
権
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
わ
れ
わ
れ
自
身
の
自
覚
が
高
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
最
後
に
も
う

一
度
、
宮
沢
博
士
達
の
「
人
権
宣
言
集
」
中
の
文
章
を
引
用
し
て
、
小
稿
の
し
め
く
く
り
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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「
人
権
の
保
障
は
、
紙
の
上
の
規
定
だ
け
で
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
。
　
　
略
－
人
権
の
保
障
を
実
効
的
な
ら
し
め
る
に
は
、
ど
う

し
て
も
、
国
民
の
一
人
一
人
が
『
人
権
の
感
覚
』
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
お
の
お
の
身
に
つ
け
る
こ
と
が
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
前
提
条
件

　
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
う
し
た
条
件
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
『
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
』
の
記
録

と
し
て
の
人
権
宣
言
（
お
よ
び
人
権
条
約
等
の
国
際
人
権
文
書
）
に
親
し
み
・
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
・
（
括
弧
内
筆
者
殉

小
稿
が
、
人
権
関
係
の
国
際
文
書
に
対
す
る
関
心
と
親
し
み
と
を
、
読
者
に
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

こ
そ
、
筆
者
が
望
外
の
よ
ろ
こ
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
高
木
八
尺
他
二
名
編
前
出
「
人
権
宣
言
集
」
二
ー
三
頁
。
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人権保障の国際化と日本

　　　　　　第1表　国際人権条約の名称と日本語訳（略称）

条約
コード

I
H
㎜
皿

IV

V

皿
取

経済的，社会的および文化的権利に関する国際規約（A規約）

Intemational　Covenant　on　Economic，Social　and　Cultural　Rights

市民的および政治的権利に関する国際規約（B規約）

International　Convenant　on　Civil　and　Political　Rights

市民的および政治的権利に関する国際規約の選択議定書（B規約の選択議定書）

Optional　Protocol　to　the　Intemational　Covenant　on　Civil　and　PoliticaI

Rights

あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際条約（人種差別撤廃条約）

Intemationαl　Convention　on　the　Elimination　of　All　Forms　of　Racial　Dis．

crimination

アパルトヘイト犯罪の抑圧と処罰に関する国際条約（アパルトヘイト条約）

Intemational　Convention　on　tke　Suppression　and　Punishment　of　the　Crime

of　Apartheid

スポーツにおける反アパルトヘイト国際条約（スポーツアパルトヘイト条約）

Intemational　Convention　against　Apartheid　in　Sports

女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約（女子差別撤廃条約）

Convention　on　the　Elimination　of　All　Forms　of　Discrimination　against

Women

集団殺害罪の防止および処罰に関する条約（ジェノサイド条約）

Convention　on　the　Prevention　and　Punishment　of　the　Crime　of　Genoci（1e

戦争犯罪および人道に対する罪に対する時効不適用に関する条約（時効不適用条約）

Convention　on　the　Non－Applicability　of　Statutory　Limtations　to　War　Crimes

and　Crimes　ag＆inst　Humanity

1926年奴隷条約（奴隷条約）

Slavery　Convention　of　l926

1926年奴隷条約を改正する1953年議定書（奴隷条約改正議定書）

1953Protoco1＆mending　the　1926　Convention
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XH　1926年奴隷条約の改正条約（改正奴隷条約）

　　Slavery　Convention　of　1926　as　amended

X皿　奴隷制度，奴隷取引ならびに奴隷制度に類似する制度および慣行の廃止に関する

　　補足条約（補足奴隷条約）

　　Supplcmenlary　Convention　on　the　Abolition　of　Slavery，the　Slave　Trade，

　　and　Institutions　and　Practices　Similar　to　Slavery

XW　人身売買および他人の売春からの搾取の禁止に関する条約（白奴条約）

　　Convention　for　the　Suppression　of　the　Traffic　in　Persons　and　of　the

　　Exploitation　of　t｝1e　Prositution　of　Others

XV　拷問，その他の残酷，非人道的もしくは屈辱的な処遇および処罰を禁止する条約

　　（拷問等禁止条約）

　　Convention　against　Torture　an（10ther　Crue玉，Inhuman　or　Degr＆ding　Treat－

　　ment　or　Punishment

XVI既婚夫人の国籍に関する条約（妻の国籍条約）

　　Convention　on　t五e　Nationality　of　Married　Women

X皿　無国籍の削減に関する条約（無国籍削減条約）

　　Convention　on　the　Reduction　of　Statelessness

X皿　無国籍者の地位に関する条約（無国籍者地位条約）

　　Convention　relating　to　the　Status　of　Stateless　Persons

XIX　難民の地位に関する条約（難民条約）

　　Convention　relating　to　the　Status　of　Refugees

XX　難民の地位に関する議定書（難民地位議定書〉

　　Protocol　relating　to　the　Status　of　Refugees

XXI　婦人の参政権に関する条約（婦人参政権条約）

　　Convention　on　the　Political　Rights　of　Women

XXH　婚姻の同意，最低年齢および登録に関する条約（婚姻同意等条約）

　　Conventlon　on　Consent　to　Marriage，Minimum　Age　for　Mamage　and

　　Registration　of　Marriages

　この条約名称の和訳は国連広報センター作成の資料「各国の国際人権条約批准状

況」に拠り，略称は筆者が仮につけたものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究ノート

　　　第3表地域別批准（加入を含む）済条約数（グループ）別一覧表

（D　ヨーロッパ（全域　34か国）　　　　　（V）アジア（39か国）

グループ 国家数（劣） 詫／34×100（％） グループ 灘 灘／39×100（％）

A（0～6条約） 4 11．76 A 21 53．84

B（7日本並） 2 5．88 B 3 7．69
C（8～12条約）

D（13条約以上）

E　B選択議定

21｝28

13

ll：ll｝8a35

　38．23 C
D

11／15 31：ll｝3a46

書当事国 E 0
§41宣言国 13 38．23 §41 2 5．12

§14宣言国 7 20．58 §14 0

（il）ヨーロッパ（西欧23か国） （吻　太平洋（11か国）

グループ 劣 ，o／23×100（％） グループ 灘 ∬／11×100（％）

A
B
　
C
　
D
E
§41

§14

4
1
1

1｝18

13

137

　17．39

　　4．34

器7＆26

　56．52

　56．52

　30．43

A
　
B
　
C
　
D
E
§41

§14

7
1
1

｝3

0
1
0

　　63．63

　　9．09

11：ll｝27・27

　　9．09

（ill）ヨーロッパ（東欧11か国） Ml）アフリカ（52か国）

グループ 灘 κ／11×100（％） グループ 灘 躍／52×100（％）

A
　
B
　
C
　
D
E
§41

§14

窒
l
l
／1・

3
0

　　9．09

9α91／9α91

A
　
B
　
C
　
D
　
E
§41

§14

21

21／3・

111

　38．46

　　3．84

欝5乳69

　19。23

　　1．92

　　1．92

（IV）アメリカ（南北35か国） ㈱　全世界（171か国）

グループ ∫ ∬／35×100（％） グループ κ 灘／171×100（％）

A
　
B
C
　
D
E
§41

§14

’1

11｝24

114

　　28．57

　　2．85

11：ll／6包57

　　48．57

　　11．42

　　11．42

A
　
B
　
C
　
D
　
E
§41

§14

61

11／1・・

ll

l2

　36．25

　　5．26

11：1参5亀47

　23，39

　12．28

　　7．Ol

（1988年3月1日現在）
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　　人権保障の国際化と日本

　　　　　第4表　世界の諸国の人権条約批准（加入を含む）状況（批准条約数別）

批准条約数　　　　　　　　　　　（該当国家数）　　　　　　　　　批准条約数別グループ

0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0
　
n
　
1
2
　
欝
　
1
4
　
1
5
　
1
6
　
1
7
　
1
8
　
1
9
　
2
0
－
2
2

のq

4Q

（

DG
）2q

一
劃

ル
家
グ
国
C
全

陪国典出

）Oq

）9

）9

）9

）9

①q

（

（

（

（

）7（

）6（

）

）6（

5

）

（

）

4

4

（

（

）3（

〉1（

0｝

（日本を含む）

（15）

（15）

とグループ内国家数

　　Aグループ
（批准条約数0～6）

　　62か国

　Bグループ
（批准条約数7）

　　9か国

　　Cグループ
（批准条約数8～12）

　　56か国

　　Dグループ
（批准条約数13以上）

　　44か国

　　　国際連合広報センター「各国の

　　　国際人権条約批准状況」（1988年3月1日現在）
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